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通 Ⅲ，産卵 油 には，天然 餌料 が不足しているように 思われる - そのため， これら灯火他 

の天然㎝料の 水準を引 丘 げることは，養魚の 緊急な課題であ る， 

ソ連カザフスタン 漁業科・ 学 研究所の研究員は ，直接自分たちの 池で，天然 餌 料を得よう 

とした，そこで ，手がかからず ， ガスや塩分の 諸条件を悪化させず ，さらにコイの 卵や稚 

魚の発育に 忠 影響をおよばさないようにしながら ，池の肥沃度を 高める手段を 選ぶ必要が 

あ った， 

多くの生塵施設では ，上の。 @ ほだ は直接産卵池の 縁に有機肥料 ( 畜糞 肥料，堆肥 j を入 

れていた，これらの 肥料は自然の 上 辛 乃を高めはするが ， ガスや塩分の 諸条件をひどく 忠 

化させるものであ る， 

アルマ・アチンスク 燕魚場の小さい 荻 魚油の肥料・ 効果 は ついていえ ぱ ，私たちは産卵池 

の肥料として ， 硝 順 - アンモニウム と過 燐酸塩を利用した‥ 

l9% 年に ，仏 たらは 蝦初 の人城を計画した」 錘 、 物 肥料がコイの 卵や稚缶に 思い影 笛 をお 

． 亡 ぼすことを懸念 L て， Ⅰ険はたった   : つの他でしかⅡな ん荊 たかったが， コ Ⅰが卵を @+: 

んだ 3- ヰ @l 後に ， 池に肥料・を ， 施した． そ L. て 池の水 l ㍑の中に，窒素 3, リン， 燐 0 ． 3 , 。 

どが % ま 力 るようにした。 池では， ゾランクトンがどんどん 殖 えた コイの 稚角 がたくさ 

ん 出 呪したことから 「・つの池で 30-40 万屋 ), 無機肥料がコイの 卵や稚缶   によし、 影響を 

お よほし，ダせ   Ⅰ て !@ めり Ⅰが白刀を引」こけることが 正明された。 そこで私たらは ， 各生 ・ 産 施設に 

対して， 庄卵池の li に，硝酸アンモニウム と過 燐酸塩を施肥するようすすめた ， 

l962 年と l963 午に，私たちはアルマ・アチンスク 生産施設の産卵 地 全部に肥料を 施し 

た，肥料は池の 中に様々な基準で 投入した，すなわち ， 水 l ㍑の中に，窒素 l-5, り ㌘， 

燐 0 ． 3-0 ． 5 ㍉㌘が含まれるようにした " また肥料投入の 期間もまちまちで ，毎日， l 日お 

き， 2 一 3 口おき， 4 一 5 ロおきし最初の 訓練期間 ) とした， 

  



私たちは，池に 水を十分に満しておいて 施肥をほじめた ，硝酸アンモニウム と過 燐酸塩 

は水に溶けて 池の土手に付いた。 栄養塩類が微生物や 殖 物 プランクトンと ，少しでもよく 

同化するように ，池への施肥は 朝の 5 ちに行なった。 その成果はすぐ 現われた。 すなわ 

ち，植物プランクトンがたくさん 繁殖し，その 結果，酸素の 条件がきわめて 良い二とが観 

察された，明刀の 酸素撲和 度は 52 一 72% 、 }, 最初に施肥した 後の 4 一 5 日間に， 朝 l8-l9 。 C 

タカ 7l-23 。 C の水温のもとで ，植物ブランクトンが 大発生した，池の 水 l ㍑の中に，藻類 

l,300 万が含まれていた ・肥料を人れるまでは 800), 操 類の大発生は ， 動物プランクト 

ンのすみやかな ，おびただしい 繁殖を促進した ( 池の水 l ㍑中の個体数 l,000). 

コイの 幼   毎の養育に際して ，植物プランクトンと 動物ブランクトンの 柑 互の比率は次の 

ように変わっている．すなわち ，施肥後 4 日Ⅱでは他物プランクトンが 60% を占め， 5 一 

7 t@ 口では何 % の 比 ; 約支 ほぼ等しく，その 後の段階では 動物プランクトンが 60 一 80% を 占 

めている・ 

  . 定の師 機 肥料・を投入した 池 ては，他の池よりプランクトンの 先生 は強列 てあ った : 池 

の水 l ㍗かい， 窒素 4 一 5, リア， 燐 0 ． 5,@ ㌘が含まれるよう 施肥した ) プランクトンは ， 

池の水 か荻線 になるほど繁殖した コイの 幼伍は ブランクトン [ 竹に人型の助 物 ブランク 

ト ソ @ を食いきれなかった。 池の中には有機物がたくさんたまり ， このために，時々，水 

中の酸素が減少した ( タ方には 35 一 W0O まで )" 

池の中の天然飼料が 上富で，酸素の 条件がよく，水中生植物の 分解によってできる 生物的 

物質の同化がすみやかであ れば， 2l の生産施設から ， 300 万 尾 以上のコイの 幼魚を得る可 

白目・性があ る。 

施肥した池でブランバトンの 発生，窒素含有物質， ガス，塩類などの 状況を観察した 結 

果から， 仏 たちは， カザフスタン 南都地域に対して ，産卵池の肥料として 硝酸アンモニ ウ 

ムと過 燐酸塩をすすめることができる。 

り 巴が :+ は 産卵池の申に - 使に投入する、 そして l 日おきにし最初のうちは 3-4 日に l 回 l 

臥機 杷 料を投入 i-, て， 池の水 l ㍑の中に窒素 2 一 3, り ㌘， 「 2-3pPml 燐 0 ． 3 一 0 ． 5 。 ソ 。 

@0 ． 3-0 ． 5ppml が含まれる ょ j にする。 肥料は池の水面で よ く溶かして， 広く散らす ノ、 

虫があ る。 抽物 プランバトンと 微生物が ， 陽の照っている j ちに，投入され だ 栄養塩を吸 

収できるように ， 旭杷作 柴は午前中に 行なう もし， 施肥された池に 植物ブランクトン と 

動物ノランクトンが 繁殖しすぎたら ， 無機肥料の投入壷を 減らすか， 施肥の時期をの ぱ す   
f Ⅰ・ a Ⅰ an0Ba     
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